
水と生命（いのち）の未来のために

生物多様性豊かな針広混交林を目指し、活動に取り組んでいます。

サントリー天然水の森
近江

サントリーホールディングス
株式会社

場所：滋賀県蒲生郡日野町

面積： 175 ha

人工林の間に残存する広葉樹林の要素を守り育てることで水源涵養

機能や生物多様性の高い森を目指しています。

また、綿向生産森林組合、滋賀県、日野町と「琵琶湖森林づくりパート

ナー協定」を締結し、人工林の利用間伐などの管理に取り組んでいます。

スギ、ヒノキ群落が

広く分布し、ハチクマ

やサシバなどの希少

な猛禽類や、エナガ、

ヤマガラ、コサメビタ

キなど多くの鳥類の

生息が確認されてい

ます。

サイト概要

生物多様性の状況

活動内容・地域等との連携

県南東部に流れる日野川の上流に位置する森林で、琵琶湖・淀川流域

の水源涵養を担っています。

サイト全域において人工林が広く分布し、自然性が高く、

山地一帯が自然公園地域や鳥獣保護区に指定されています。

サントリー天然水の森

森を管理するうえで最大の課題はシカによる草や低木の食害です。

植生の保護や土砂流出を防ぐため、植生保護柵の設置やシカが

好まない植物の植栽などに取り組んでいます。

管理における課題【シカの採食圧】

サントリーは、ほとんどすべての製品を良質な地下水＝天然水で製造しています。

ならば、その天然水の未来を守るのは当たり前ではないか。

そんな思いから生まれたのが、「天然水の森」活動です。

地下水を育む森づくりで一番大切なのは、降った雨を優しく受け止め、

地下深くに導いてくれる健全な森林土壌を守り・育むこと。

スポンジのように隙間の多い、フカフカで健全な森林土壌は、

森に棲むあらゆる生命――植物や動物、土壌微生物など――すべての

生命が力を合わせて作りあげてくれるものです。

「天然水の森」では、放っておけば失われてしまう生命を減らすだけではなく、

可能な限り多くの生命を再生することで、水の未来を守っています。

自然共生サイト

サントリーは「水の会社」として、全国26カ所で「天然水の森」を設定し、活動を

行っています。

また、「天然水の森」のうち８カ所は自然共生サイトに認定され、単一企業とし

ては最多となっており、国際目標である「30by30」目標の達成に大きく協力

しています。

ネイチャーポジティブに向けてのメッセージ

間伐木の利用

対策

近江サントリー天然水の森
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